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Ⅰ 概要 

１ 趣旨 

   本市では、産業界、ＮＰＯ、行政など地域が一体となり、次代を担う人財育成プログ

ラムである｢いわきアカデミア｣の取り組みを進めているところです。 

令和８年度は、知識のインプットや課題解決策の提案といった従来の学習とは異なり、

自分の感性を表現し他者に受け入れられる体験を通じて、自己肯定感を醸成するととも

に、いわきと継続的な関わりを促し、参加者の心理的な安全性と居場所をつくっていく

ため、参加者が作品を深く観察し、発見や感情を言語化して共有する「対話型鑑賞」の手

法を用い、子どもたちの「郷土愛」を育む新しいアプローチとして事業を実施します。 

 

－いわきアカデミアの基本理念－ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業内容 

令和８年度は、「アートで好きを見つけて伝えあう」及び「自分のスキをこのまちでみ

つけよう」をテーマに、いわき芸術文化交流館アリオスやいわき駅前大通りを舞台に、絵

や言葉、まちの風景を題材とした全３回のワークショップを実施します。 

小学生から高校生までの異学年が混ざり合い、対等な「鑑賞者」として、自身の発見や

感情を言語化し、他者の多様な解釈に触れ、対話を深める体験をしていきます。 

 

【参考】対話型鑑賞とは 

一方的な解説を聞くのではなく、参加者が観察・発見・感情を言語化し共有するワーク

ショップ形式の鑑賞法。 

対話型鑑賞の手法は、ビジネスや医療現場、起業家育成でも注目されており、企業の新

人研修や、医学部の授業、海外ではアントレプレナー育成のプログラムに組み込まれてい

ます。 
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３ 実施体制・役割 

（１）児童・生徒（いわき市内の学校に通学またはいわき市内に居住する小中学生・高校生） 

講座への参加 

 

（２）学校 

   参加者募集の協力・案内 

    

（３）文化施設（いわき芸術文化交流館アリオス） 

   ①ファシリテーターの推薦 

②実施場所の提供 

③参加者募集の協力 

 

（４）いわきアカデミア推進協議会事務局 

   ①事業の全体調整 

   ②事務管理（一部業務委託により実施） 

   ③広報活動 

 

  ▼イメージ図 

 

 

４ 対象者 

いわき市内の小中学校、高校、高等専門学校（３年生以下）に通学またはいわき市に居

住する児童・生徒（小学校５年生以上） 
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５ 募集人数 

各回 12 名（定員を超えた場合は抽選により決定） 

【内訳】小学生（５～６年生）４名、中学生４名、高校生４名 

※１回のみの参加、または複数回、全回まとめての申込みも可能です。 

    

６ 実施場所 

第１・２回 いわき芸術文化交流館アリオス 

第３回   いわき産業創造館及びいわき駅前大通り周辺 

 

７ 実施期間 

   令和８年８月～令和８年 11月（全３回） 
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Ⅱ プログラムの内容 

１ テーマ 

IWAKI ART JAM 

アートで「好き」を見つけて伝えあう。自分の「スキ」をこのまちでみつけよう。 

    

絵画や詩などの作品を前に「どう感じるか」を語り合い、共に鑑賞する誰かの心を知る

ことを学び合います。 

また、地域特有の資源やコミュニティを知るきっかけとなるよう、受講生が主体的に

取り組むことに重点を置きます。 

 

２ 実施方法 

集合対面によるワークショップ形式。 

「深く観察する」「言葉にする」「他者と共有する」のステップを、ファシリテーターの

進行により実施します。 

 

３ 期待される効果 

 （１）自己肯定感・コミュニケーション力の向上 

自身の発見や感性を言葉にし、それを他者に肯定的に受け入れられる体験を通じて、

「自分自身の視点」に自信を持ちます。また、他者の多様な意見を聴き、背景を想像する

プロセスを経て、他者への受容性と質の高いコミュニケーション能力を育みます。 

 

（２）探究的な学びの機会の提供 

正解を教えられる学校教育とは異なる「探究の原体験」を提供します。 

 

（３）異年齢混合（縦の繋がり）のデザイン 

高校生は小学生の自由な発想に学び、小学生は高校生の言語化能力に憧れる「相互成

長」の場となります。 

 

（４）ＳＴＥＡＭ教育への貢献 

感性を起点とした「問いを立てる力」を養い、地域産業・技術への主体的な関心を喚起

します。 

 

（５）「郷土愛」へのアプローチ 

「いわきには自分の考えを認めてくれる居場所がある」という愛着を創出します。 

 

４ 参加費用 

無料。ただし、会場までの交通費に関しては自己負担となります。 
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５ 持参物 

全講座共通：ノート、筆記用具 

第３回講座：タブレットやデジタルカメラ等の写真が撮影できるもの 

 

６ ファシリテーター 

本事業については、教育現場におけるコミュニケーション教育の実績があり、児童・生

徒の主体性を引き出し、自己肯定感を高める手法に精通しているファシリテーターが進

行します。 

 

氏名 経歴 

カタヨセ ヒロシ 氏 ロクディム共同主宰・俳優・ダンサー・コンタクトインプロ講

師・企画/構成/演出・デザイン・写真・映像・環境音・盆踊り 

※いわき市出身 
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Ⅲ スケジュール 

１ 開催日 

 開催日・場所 内容 

第１回 令和８年８月３日（月） 

午後２時～午後３時 30分 

 いわき芸術文化交流館アリオス 

 本館２階カンティーネ 

 

ＡＲＴ（アート） 

題材 棟方 志功「大平和の頌」 

（いわきアリオス巨大美術陶板） 

 

参加者の視点を集めて作品を鑑賞する。 

一人の気づきを全員の発見に広げる。 

離れて見たときと、近づいてみたときの違

いを身体で感じる。同じ作品でも惹かれる

ポイントが違うことを体感し、「価値観の

違い」を楽しむ。 

第２回 令和８年８月４日（火） 

午後２時～午後３時 30分 

 いわき芸術文化交流館アリオス 

 本館２階カンティーネ 

ＷＯＲＤ（言葉） 

題材 谷川 俊太郎「アリオスに寄せて」 

（いわきアリオス外壁） 

 

文字から立ち上がるイメージを共有し、言

葉を体験として味わう。 

詩から心に響く言葉を選び、連想される

色・景色・音を語り合う。 

詩を声に出し、言葉が響く心地よさや温度

を感じる。 

形のないコンセプトや想いに、名前や形を

与えていく表現のヒントを学ぶ。 

第３回 令和８年 11 月８日（日） 

午後２時～午後３時 30分 

 集合場所：いわき産業創造館 

      会議室１ 

 

ＣＩＴＹ（まち） 

題材 いわき駅前大通り周辺 

 

第１・２回で磨いた「目」と「想像力」を

持って 

まちへ繰り出す。 

自分の心がときめいたもの・瞬間を写真に

撮り、「タイトル」をつけて発表。 

※ プログラムの詳細については、受講生にメールにて随時周知を行います。 

 

２ 活動予定時間 

活動時間は、午後２時から午後３時 30 分までの１時間 30分を予定しています。 
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Ⅳ 申込み・参加方法 

１ 参加要件 

   次の事項をすべて満たす方。 

①いわき市内の小中学校、高校、高等専門学校（３年生以下）に通学またはいわき市に

居住する児童・生徒の方 

②保護者もしくは参加者本人がメールの送受信ができる方 

 

２ 応募手続き 

いわきアカデミアまたはいわき市のホームページの「いわきアカデミア令和８年度対

話型鑑賞プログラム参加者募集」の応募フォームより、必要情報を入力してお申込みく

ださい。 

応募にあたっては、１回のみの参加、または複数回、全回まとめての申込みも可能で

す。 

【応募フォーム URL】  

 

[必要情報] 

①学校名・学年 

②氏名 

③生年月日・年齢 

④住所 

⑤連絡先（電話番号・メールアドレス） 

⑥参加を希望する受講回（全講座を申込むことも可能） 

⑦緊急連絡先（保護者の氏名・電話番号・メールアドレス） 

⑧参加・撮影に関する保護者の同意 

 

３ 受付期間 

令和８年６月 26日（金）～令和８年７月 24 日（金）  

 

 ４ 参加決定通知 

   応募者への参加決定通知は、メールにより通知します。 

   通知予定日：募集受付終了後～令和８年７月 31 日（金） 

 

 ５ 応募に係る問い合わせ先 

いわきアカデミア推進協議会事務局 

   電話  080-8493-5553（いわきアカデミア専用ダイヤル） 

または 0246-22-7410（いわき市政策企画課内） 

メール academia.iwaki@gmail.com 

または iwaki-academia01@outlook.jp 
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Ⅴ その他 

１ 個人情報の取り扱い 

   募集の際に取得した個人情報については、次の項目以外での利用はせず、また、本事

業の中止・終了時において、適切に情報の破棄を行います。 

 

[個人情報利用項目] 

①受講を目的とする通信 

②受講生の安全にかかわる緊急時の連絡 

③受講・イベント参加等における団体傷害保険加入手続き 

 

２ いわきアカデミアホームページ及び note への掲載 

いわきアカデミア推進協議会では、各事業の紹介および活動レポートを当協議会のホ

ームページ及び note で公開しています。 

本事業を通して事務局が撮影した写真は、当協議会の活動周知を目的にホームページ

や note に掲載、またはポスターやチラシなどの印刷物として配布する場合があります。 

 

◎ いわきアカデミアホームページ 

 

【URL】 https://iwaki-academia.jp/ 

 

◎ いわきアカデミア note 

 

【URL】 https://note.com/iwaki_academia 

 

３ 事務局との連絡方法 

受講日程案内等については、メールにより連絡します。 

迷惑メール拒否などの受信設定により、いわきアカデミア推進協議会事務局からの連

絡が届かない場合は、事務局のメールアドレスの登録をお願いします。 

また、講座を遅刻・欠席する場合等は、メールにて氏名と用件を送信してください。 

 

 方法 連絡先 

平日 

午前９時～午後５時 
電話 

080-8493-5553（いわきアカデミア専用ダイヤル） 

または 0246-22-7410（いわき市政策企画課内） 

平日 上記以外 

土・日曜日・祝日 
メール 

academia.iwaki@gmail.com 

または iwaki-academia01@outlook.jp 

 


